
よ
り
西
方
砂
讃
の
地
で
あ
る
。
波
穏
に
し
て
、
色
・
探

美
麗
の
錦
石
叉
は
豆
色
石
と
い
ふ
を
打
上
げ
る
か

ら
、
こ
L
を
錦
演
と
も
い
ふ
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
少

し
行
け
ば
納
之
甑
也
。
是
よ
り
光
浦
へ
つ
ど
き
、
名

物
の
五
色
石
、
盆
山
な
ど
に
打
ち
て
名
石
也
。
飲
仙

の
小
貝
も
あ
り
。
此
の
袖
ヶ
滋
の
風
農
は
、
向
は
神

に
七
ザ
島
と
て
、
風
に
よ
り
て
色
々
に
鐙
化
し
、
誠

に
寓
見
城
を
な
せ

b
o』
と
記
す
る

0
4ゴ
Y
キ
イ

y

rA
色
石
。

ソ
デ
ザ
キ
柏
崎

h
H

鳳
軍
部
曾
良
の
部
訴

か
ら
商
方
に
あ
る
抑
。

ソ
テ
ツ
繁
哲

4
ミ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ソ
テ
ツ
明
崎

紫
哲
。ソ

デ
Z
W
J

キ

油

田

記

一

mm。
金
海
大
衆
発
滞

行
寺
の
併
徳
了
が
、
そ
の
組
焚
徳
替
の
物
蹄
を
焚
徳

岡
鵡
び
に
伯
究
鏑
木
右
衛
門
尉
か
ら
聞
き
、
叉
は
矢

老
か
ら
得
た
談
を
記
載
し
た
も
の
で
、
鏑
木
源
五
左

衛
門
繁
治
の
子
が
徳
替
で
俗
名
を
兵
衛
尉
繁
常
と

い
ひ
、
徳
替
の
子
に
松
任
城
京
右
衛
門
紫
時
と
音
綴

紫
行
と
が
あ
っ
た
。
繁
行
廿
二
歳
に
し
て
蓮
如
に

迦
ひ
、
剃
髪
し
て
徳
田
と
い
ひ
、
石
川
郡
捌
出
に
鴎

た
が
、
徳
了
は
そ
の
徳
間
の
子
で
あ
る
と
し
て
跨
る
。

但
し
ど
こ
ま
で
信
じ
で
い
L
か
判
ら
ぬ
。

ソ
デ
ノ
袖
野
江
沼
郡
矢
田
野
の
内
で
あ
る
。

袖
野
の
東
一

O
O米
許
に
物
見
山
が
あ
り
J
小
悶
で

あ
る
が
、
眺
望
最
も
佳
で
あ
る
と
。

ソ
デ
ポ
ウ
論
方
鳳
奈
郡
寺
山
の
内
の
小
字
。

ソ
ト
外
打
鹿
島
郡
熊
木
院
に
屈
す
る
部
務
。

ソ
ト
ガ
ハ
ラ
外
河
原
珠
洲
郡
南
山
の
内
の
小

字
。

ソ
ト
サ
タ
ジ
プ
ギ
ヨ
ウ
外
作
事
奉
行
其
の
始

は
静
か
で
な
い
。
寛
文
十
二
年
篠
井
七
兵
衛
・
鈴
木

叉
兵
衛
・
前
波
久
兵
衛
・
鶴
見
淑
兵
衛
・
和
多
国
八
郎

ソ
テ
ー
ー
ソ
ノ

兵
衛
・
矯
藤
左
太
郎
・
駒
井
撤
兵
衛
が
命
ぜ
ら
れ
、
明

暦
三
年
服
部
奥
右
衛
門
も
亦
之
に
任
じ
て
以
来
漣
綿

し
た
が
、
安
永
四
年
八
周
申
止
し
、
天
明
五
年
十
一

周
十
日
笠
間
九
兵
衛
・
笠
間
源
太
兵
衛
・
不
破
奥
兵

衛
・
水
野
平
左
衛
門
が
各
内
作
事
事
行
か
ら
粂
椴
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
是
よ
り
笛
職
再
び
起
り
、
六
年
四
周

二
十
四
日
小
篠
善
四
郎
・
副
因
左
次
馬
が
命
ぜ
ら
れ
、

七
年
二
局
十
三
日
中
村
宗
助
加
人
と
な
り
、
以
来
迷

綿
し
た
。
然
る
に
文
化
元
呼
十
一
月
十
ご
日
再
び
笛

吸
を
中
止
し
、
寺
位
破
損
弘
理
御
用
典
力
に
粂
得
を

仰
付
け
ら
れ
た
が
、
八
年

E
用
十
三
日
叉
寺
西
勘
六

郎
・
背
木
佐
申
・
小
泉
守
之
助
・
昭
一

m一
治
太
夫
・
竹
内
作

左
衛
門
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
外
作
事
と
い
ふ
の
は
領
内

一
般
の
建
築
管
織
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

ソ
ト
ソ
ウ
ガ
マ
ヘ
外
惣
構
腿
長
十
蕊
年
前
回

利
常
が
尾
張
名
古
屋
城
助
役
の
鑓
に
赴
い
た
時
、
金

禄
城
に
留
守
し
た
篠
原
出
羽
守
一
挙
を
し
て
外
惣
織

の
掘
を
掘
ら
し
め
た
。
こ
の
堕
は
本
多
安
房
守
の
邸

下
か
ら
初
め
、
一
杏
林
坊
に
導
き
、
長
町
を
経
て
村
井

盟
後
守
第
前
で
止
め
、
叉
別
に
高
畠
木
工
邸
前
か
ら

掘
り
初
め
、
畏
九
郎
左
衛
門
邸
前
で
止
め
、
升
形
の

う
し
ろ
に
沿
号
て
廻
り
、
彦
一
一
一
町
の
号
し
ろ
を
艇
、

前
田
監
物
第
後
で
終
る
。
叉
東
は
石
引
町
端
か
ら
起

り
、
費
艦
寺
坂
の
下
誤
聞
を
範
、
小
綿
町
の
後
を
綴

り
、
栃
木
町
の
町
家
の
後
に
去
り
、
小
島
屋
町
か
ら

浅
野
川
に
建
し
た
。
包
し
こ
L
に
い
ふ
人
名
・
地
名

は
疏
態
省
時
に
就
い
て
い
ふ
の
で
は
な
い
。

Y
E
F
ノ
ヤ
マ
外
山
村
ザ
ノ
珠
洲
郡
大
谷
の
内

の
小
字
。

ソ
ト
ハ
ラ
外
原

M
H

鹿
島
都
熊
木
院
に
鴎

す
る
部
務
。

ソ
ト
ヒ
ス
ミ
外
目
角
河
北
郡
金
棒
庄
に
回
す

る
部
帯
。
正
保
の
鎗
闘
に
は
目
角
材
と
醤
か
れ
て
ゐ

日

~

J

4

I

司

d

-

る
。
務
政
の
時
無
高
村
で
あ
っ
た
か
ら
、
高
辻
帳
に

は
載
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

ソ
-
-
ン
組
忽

J
モ
タ
フ
ソ
-
-
u
J

獄
融
砲
忽
。

ソ
ネ
曾
編
路
島
郡
長
探
保
に
毘
す
る
邸
務
。

ソ
ネ
ン
索
然
金
揮
の
俳
術
。
盤
智
院
に
住
し
、

阿
閲
梨
元
徹
と
い
う
た
。
所
隠
は
烏
水
亭
。
賓
永
元

年
支
考
と
共
に
御
鑓
夢
俳
諮
を
興
行
し
た
。
同
院
に

奉
加
す
る
地
緩
隼
が
、
前
住
除
元
の
時
夢
想
の
句
を

奥
へ
た
の
を
毅
句
に
し
た
欧
仙
で
あ
っ
た
。

ソ
ノ
園
能
美
郡
商
代
郷
に
臨
す
る
邸
務
。
能

美
郡
名
蹴
誌
に
、
小
松
城
は
附
村
の
領
内
に
築
い
た

か
ら
閑
小
松
と
い
う
た
と
あ
る
の
は
信
じ
難
い
。

ソ
ノ
キ
ザ
ラ
キ
其
如
月
一
加
。
金
津
の
俳
人

年
風
編
。
文
政
七
年
京
菊
屋
平
兵
衛
疲
。
震
句
及
び

附
合
を
集
め
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
題
披
は
西
行
法
師

の
故
眠
か
ら
採
っ
た
と
錦
石
の
序
文
に
見
え
る
。
践

を
西
南
宮
飲
時
が
も
の
し
て
ゐ
る
の
は
狂
歌
間
期
馬

で
あ
る
が
、
こ
ん
な
集
に
ま
で
替
い
て
ゐ
る
の
で
如

何
に
話
時
彼
が
有
名
で
あ
っ
た
か
ど
わ
か
る
。
本
醤

は
純
刊
す
る
替
で
あ
っ
た
が
果
さ
ず
。
年
風
の
子
江

波
に
去
っ
て
、
嘉
永
元
年
ま
た
悶
名
で
刊
行
し
た
。

そ
の
醤
に
弘
化
京
市
之
年
試
鍍
釣
玄
堂
隠
士
八
十
三

是
々
翁
仁
作
の
序
、
及
び
臨
捕
の
践
が
あ
り
、
金
府

小
川
水
用
堂
の
板
で
あ
っ
た
。

ソ
ノ
サ
ダ
シ
ヅ
固
定
静
沼
穏
健
兵
衛
、
訴
は

定
師
、
宇
は
子
得
、
践
は
恭
粛
。
千
倒
氏
か
ら
出
で
、

悶
定
省
の
嗣
と
な
っ
た
。
務
隠
山
崎
氏
に
仕
へ
た
が
、

療
疾
に
躍
っ
て
致
仕
を
諸
ひ
、
天
保
十
年
七
局
八
日

歳
四
十
を
以
て
夜
し
た
。

ソ
ノ
サ
ダ
ツ
ギ
固
定
締
逝
都
孫
作
、
字
は
伯

岡
山
、
披
は
綾
焼
。
定
省
の
子
で
あ
っ
た
。
務
臣
山
崎

範
古
に
仕
へ
、
感
を
好
ん
だ
が
、
文
化
十
二
年
八
周

十
二
日
サ
九
践
を
以
て
夜
し
た
。

ソ
ノ
サ
ダ
ミ
固
定
省
遜
帯
鋸
兵
衛
、
郵
は
定

省
、
字
は
須
夫
、
践
は
南
崩
、
晩
年
丁
寧
と
講
し
た
。

古
定
の
子
。
加
賀
滞
の
臣
山
崎
氏
に
仕
へ
、
文
政
七

年
七
用
六
日
七
十
ご
践
を
以
て
残
し
た
。
定
省
務
の

山
内
放
・
純
牒
の
こ
と
に
樟
し
〈
、
稗
史
・
奥
地
・
智
筒
、

耳
目
の
飼
れ
る
腕
終
身
之
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

ソ
ノ
ダ
ザ
シ
チ
園
固
定
七
前
田
利
常
に
仕
へ
、

殴
作
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
俸
迭
に
四
百
況
十
石
に
歪

り
、
延
費
六
年
波
。
そ
の
長
子
左
十
郎
は
越
島
に
慮

せ
ら
れ
た
が
、
次
子
左
太
郎
之
よ
り
先
新
知
百
石
を

賜
ひ
、
子
孫
相
織
い
で
漉
に
仕
へ
る
。

ソ
ノ
ダ
ザ
ジ
ユ
ウ
ロ
ウ
園
田
左
+
部
突
は
左

七
。
御
馬
廻
に
屈
し
、
職
四
百
五
十
石
を
受
け
、
天

和
元
年
殴
作
奉
行
に
任
じ
た
が
、
罪
あ
っ
て
元
職
六

年
十
周
十
一
日
棒
聞
惣
七
郎
に
御
預
と
な
り
、
翌
年

九
月
サ
八
日
能
菅
島
向
悶
に
流
刑
を
命
ぜ
ら
れ
.
費

永
元
年
配
所
に
於
い
て
残
し
た
。
左
十
郎
の
子
左
市

郎
は
交
と
同
時
に
生
駒
内
膳
に
預
け
ら
れ
た
が
、
翌

年
間
五
月
病
夜
し
た
。

ソ
ノ
ダ

F
ウ
カ
ン
園
田
道
閑
鹿
島
郡
久
江
の

人
。
遁
穂
高
兵
衛
、
後
に
道
関
と
践
し
た
。
承
服
四

年
六
局
長
氏
の
領
高
島
村
太
郎
左
衛
門
跡
組
の
十
村

役
と
な
り
、
箆
安
四
年
宇
都
十
村
頭
と
な
っ
た
。
然

る
に
寛
文
六
年
か
ら
腕
溜
浦
野
事
件
な
る
も
の
が
起

b
、
選
閑
等
は
一
一
味
の
震
に
煽
動
せ
ら
れ
て
、
検
地

の
中
止
を
長
辿
頓
に
締
う
た
の
で
、
七
年
一
一
一
周
入
牢

に
磁
せ
ら
れ
、
十
二
局
十
六
日
そ
の
子
と
共
に
所
際

の
極
刑
に
蕗
せ
ら
れ
た
。

ソ
ノ
ダ
ヒ
ョ
ウ
ダ
ユ
ウ
園
田
兵
太
夫
初
名
朝

湖
。
御
居
間
坊
主
。
突
は
理
左
衛
門
、
母
は
大
槻
靭

元
の
嫁
。
元
文
ご
年
七
用
兵
太
夫
交
の
越
知
百
石
を

受
け
て
御
歩
と
な
り
、
四
年
新
番
に
列
L
、
五
年
百

石
を
加
へ
て
組
外
に
入
り
、
寛
保
二
年
十
二
周
百

四
八
五


